
5 － 横山信二先生略歴及び業績
　
　
　
　
　

横
山
信
二
先
生
略
歴
及
び
業
績

昭
和
二
六
年
九
月
二
三
日
生

〈
学
　
　
歴
〉

昭
和
四
二
年　

三
月　
　
　

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
卒
業

昭
和
四
五
年　

三
月　
　
　

鹿
児
島
県
立
鹿
児
島
南
高
等
学
校
卒
業

昭
和
五
一
年　

三
月　
　
　

広
島
大
学
政
経
学
部
法
律
政
治
学
科
卒
業

昭
和
五
三
年　

三
月　
　
　

広
島
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
了

〈
職

　
　
歴
〉

昭
和
五
四
年　

四
月　
　
　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
講
師

昭
和
五
八
年　

四
月　
　
　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
助
教
授

平
成　

元
年　

四
月　
　
　

松
山
大
学
法
学
部
助
教
授

平
成　

四
年　

四
月　
　
　

松
山
大
学
法
学
部
教
授

平
成　

九
年　

九
月　
　
　

マ
ッ
ギ
ル
大
学
（
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
）
客
員
研
究
員
（
平
成
一
〇
年
八
月
ま
で
）

平
成
一
四
年
一
〇
月　
　
　

愛
媛
大
学
法
文
学
部
総
合
政
策
学
科
ガ
バ
メ
ン
ト
講
座
教
授
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平
成
十
六
年　

四
月　
　
　

香
川
大
学
大
学
院
香
川
大
学
・
愛
媛
大
学
連
合
法
務
研
究
科
教
授
（
副
研
科
長
）（
平
成
二
〇
年
三
月
ま
で
）

平
成
二
一
年
一
〇
月　
　
　

広
島
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
法
政
シ
ス
テ
ム
専
攻
教
授
（
法
学
部
兼
任
）

平
成
二
九
年　

三
月　
　
　

広
島
大
学
定
年
退
職

平
成
二
九
年　

四
月　
　
　

広
島
大
学
名
誉
教
授

〈
学
界
及
び
社
会
に
お
け
る
活
動
〉

昭
和
六
二
年
一
〇
月　
　
　

日
本
土
地
法
学
会
設
立
十
五
周
年
記
念
大
会
運
営
委
員

昭
和
六
三
年　

五
月　
　
　

広
島
県
土
木
建
設
部
港
湾
課
海
域
利
用
検
討
会
委
員
（
平
成
元
年
五
月
ま
で
）

平
成　

七
年　

五
月　
　
　

愛
媛
県
中
島
町
「
中
島
の
海
を
守
り
育
て
る
条
例
」
策
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

平
成　

八
年　

九
月　
　
　

広
島
県
土
木
建
設
部
港
湾
課
「
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
あ
り
方
懇
話
会
」
委
員
（
座
長
）（
平
成
九
年
三
月
ま
で
）

平
成
一
〇
年　

七
月　
　
　

  

広
島
県
第
三
港
湾
建
設
局
港
湾
空
港
関
係
功
労
者
表
彰
（
現
海
事
関
係
功
労
者
表
彰
）（
表
彰
者　

第
三
建

設
局
長
）

　
　
　
　
　
　

九
月　
　
　

愛
媛
県
中
島
町
水
産
振
興
検
討
委
員
会
委
員
（
委
員
長
）（
平
成
一
一
年
三
月
ま
で
）

平
成
一
二
年　

一
月　
　
　

愛
媛
県
中
島
町
「
中
島
の
海
を
守
り
育
て
る
協
議
会
」
委
員

　
　
　
　
　
　

七
月　
　
　

広
島
県
山
県
郡
加
計
町
情
報
公
開
制
度
等
懇
話
会
委
員
（
委
員
長
）

平
成
一
二
年　

九
月　
　
　

科
学
研
究
費
に
よ
る
江
蘇
省
長
江
の
砂
利
採
取
に
つ
い
て
環
境
調
査

平
成
一
三
年　

二
月　
　
　

愛
媛
県
中
島
町
基
本
的
人
権
尊
重
の
町
づ
く
り
審
議
会
委
員
（
委
員
長
）

　
　
　
　
　
　

四
月　
　
　

松
山
市
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
（
平
成
二
六
年
五
月
ま
で
）
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一
〇
月　
　
　

科
学
研
究
費
に
よ
る
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
河
環
境
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
市
行
政
改
革
推
進
専
門
員
（
平
成
一
五
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
県
山
県
郡
加
計
町
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
（
委
員
長
）

平
成
一
四
年　

四
月　
　
　

愛
媛
県
特
定
調
達
苦
情
検
討
委
員
会
委
員
（
委
員
長
）（
平
成
二
三
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　

一
二
月　
　
　

愛
媛
県
屋
外
広
告
物
審
査
会
委
員
会
委
員
（
委
員
長
）

平
成
一
五
年
一
一
月　
　
　

  

カ
ナ
ダ
連
邦
政
府
環
境
省
セ
ン
ト
―
ロ
ー
レ
ス
・
セ
ン
タ
ー
及
び
北
ア
メ
カ
環
境
保
全
協
同
委
員
会
（
オ
タ

ワ
）
に
て
カ
ナ
ダ
環
境
保
護
政
策
調
査

平
成
一
六
年　

三
月　
　
　

愛
媛
大
学
・
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
大
学
（
フ
ラ
ン
ス
・
デ
ィ
ジ
ョ
ン
）
大
学
間
学
術
交
流
派
遣
（
学
長
特
命
）

　
　
　
　
　
　

九
月　
　
　

  

コ
ミ
テ
・
ジ
ッ
プ
本
部
（C

om
ité ZIP. 

ケ
ベ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
）
に
て
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
河
戦
略
的
環
境
保

護
調
査

平
成
一
七
年　

九
月　
　
　

愛
媛
県
中
島
町
町
営
汽
船
民
営
化
審
査
委
員
（
委
員
長
）

　
　
　
　
　

一
一
月　
　
　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ルC

om
ité ZIP

に
て
閉
鎖
性
水
域
環
境
調
査

平
成
二
二
年
一
〇
月　
　
　

日
本
公
学
会
理
事
（
現
在
に
至
る
）

平
成
二
三
年　

三
月　
　
　

広
島
大
学
法
学
部
・
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
大
学
法
政
研
究
組
織
部
局
間
交
流
協
定
締
結
（
派
遣
）

　
　
　
　
　
　

五
月　
　
　

広
島
県
二
葉
山
ト
ン
ネ
ル
安
全
検
討
委
員
会
委
員
（
平
成
二
五
年
三
月
ま
で
）

平
成
二
四
年　

四
月　
　
　

東
広
島
市
入
札
監
視
委
員
会
委
員
（
委
員
長
）（
現
在
に
至
る
）

平
成
二
五
年
一
一
月　
　
　

広
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
（
会
長
、
部
会
長
）（
平
成
二
八
年
一
〇
月
ま
で
）

平
成
二
六
年　

五
月　
　
　

広
島
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員
（
職
務
代
理
者
、
部
会
長
）（
平
成
二
九
年
三
月
ま
で
）
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平
成
二
七
年　

四
月　
　
　

東
広
島
市
情
報
公
開
審
査
会
委
員
（
現
在
に
至
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
広
島
市
個
人
情
報
保
護
審
議
会
委
員
（
現
在
に
至
る
）

平
成
二
八
年
一
〇
月　
　
　

  

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ム
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
」（
フ
ラ
ソ
ワ
・
ラ
ブ
レ
大
学
〔
ト
ュ
―
ル
大
学
〕
に
於
い
て
）

に
参
加
（
広
島
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
法
政
シ
ス
テ
ム
・
ト
ュ
―
ル
大
学
法
政
研
究
組
織
部
局
間
交

流
に
基
づ
く
派
遣
）

〈
所
属
学
会
〉

日
本
公
法
学
会　
　
　
　
　

中
四
国
法
政
学
会

日
本
土
地
法
学
会　
　
　
　

日
米
法
学
会
（
二
〇
一
六
年
三
月
退
会
）
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主
要
著
作
及
び
論
文
目
録

　
一
　
著
書
・
編
書

　
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

『
わ
た
し
た
ち
の
人
権
』（
前
田
繁
一
・
濱
本
修
徳
〔
イ
ラ
ス
ト
〕
と
の
共
著
）

　

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
松
山
市

　
平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
年
）

『
総
合
保
養
地
域
整
備
法
の
研
究
』（
前
田
繁
一
・
正
岡
秀
樹
・
伊
藤
浩
と

の
共
著
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
晃
洋
書
房

　
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）

『
地
域
か
ら
考
え
る
環
境
法
』（
中
山
充
〔
共
同
編
者
〕・
富
井
利
安
・
木

村
俊
郎
・
伊
藤
浩
・
鳥
谷
部
茂
・
村
上
博
・
堀
田
親
臣
・
廣
瀬
肇
・
山
田

健
吾
と
の
共
著
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
嵯
峨
野
書
院

　
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

『
裁
判
所
は
「
権
利
の
砦
」
た
り
う
る
か
』（
横
藤
田
誠
・
西
村
裕
三
・
手

塚
貴
大
・
堀
田
親
臣
・
松
生
建
と
の
共
著
） …
…
…
…
…
…
…
…
成
文
堂

　
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
年
）

『
給
付
行
政
の
諸
問
題
』村
上
武
則
先
生
還
暦
記
念（
廣
瀬
肇〔
共
同
編
者
〕・

石
川
敏
行
〔
共
同
編
者
〕・
石
森
久
広
・
野
本
敏
生
・
甲
斐
素
直
・
國
井

義
郎
・
本
田
博
利
・
牛
嶋
仁
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
＝
シ
ェ
ラ
ー
と
の
共
著
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
有
信
堂

　
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
年
）

『
は
じ
め
て
の
環
境
法
―
地
域
か
ら
考
え
る
』（
伊
藤
浩
〔
共
同
編
者
〕・

鳥
谷
部
茂
・
村
上
博
・
堀
田
親
臣
・
廣
瀬
肇
・
山
田
健
吾
と
の
共
著
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
嵯
峨
野
書
院

　
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
年
）

『
新
・
基
本
行
政
法
』〔
編
者
〕（
村
上
武
則
〔
監
修
〕・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
＝

シ
ェ
ラ
ー
・
佐
藤
英
世
・
村
中
洋
介
・
野
本
敏
生
・
石
川
敏
行
・
牛
嶋
仁
・

廣
瀬
肇
・
石
森
久
広
・
太
田
照
美
・
國
井
義
郎
・
藤
本
昌
志
と
の
共
著
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
有
信
堂

　
平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
年
）

『
行
政
の
裁
判
統
制
と
司
法
審
査
―
行
政
裁
判
の
理
論
と
制
度
―
』（
単
著
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
有
信
堂

『
政
治
、
社
会
の
変
化
に
法
は
い
か
に
対
応
し
て
い
る
か
』（
井
上
嘉
仁
・

西
村
裕
三
・
横
藤
田
誠
・
手
塚
貴
大
と
の
共
著
） …
…
…
…
…
…
成
文
堂

『
新
・
応
用
行
政
法
』〔
編
者
〕（
村
上
武
則
〔
監
修
〕・
石
森
久
広
・
廣
瀬

肇
・
藤
本
昌
志
・
川
内
劦
・
石
川
敏
行
・
牛
嶋
仁
・
吉
川
正
史
・
佐
藤
英

世
・
板
垣
勝
彦
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
＝
シ
ェ
ラ
ー
と
の
共
編
著
） …
有
信
堂

『
事
例
で
考
え
る
行
政
法
』（
廣
瀬
肇
〔
共
同
編
者
〕・
倉
澤
生
雄
・
鹿
子

嶋
仁
・
高
橋
正
徳
・
山
田
健
吾
・
中
野
勝
哉
・
伊
藤
治
彦
と
の
共
著
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
嵯
峨
野
書
院

　
二

　
論
文

　
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
年
）

「
フ
ラ
ン
ス
行
政
訴
訟
の
理
論
」…
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
紀
要
一
二
号
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昭
和
五
六
年
（
一
九
八
一
年
）

「
フ
ラ
ン
ス
行
政
裁
判
制
度
の
発
展
に
お
け
るles recours adm

inistratifs
とles recours contentieux

の
区
別
」

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
紀
要
一
四
号

　
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
年
）

「
フ
ラ
ン
ス
越
権
訴
訟
に
お
け
る
訴
え
の
利
益
」 …
…
広
島
法
学
六
巻
一
号

「『
参
加
』
論
の
憲
法
学
的
考
察
」 …
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
紀
要
一
五
号

　
昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
年
）

「
教
師
の
教
育
評
価
権
と
子
ど
も
の
学
習
権
」

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
紀
要
一
六
号

　
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
年
）

「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
と
油
濁
問
題
」…
…
…
…
…
…
広
島
法
学
九
巻
一
号

　
平
成
元
年
（
一
九
八
九
年
）

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
立
法
と
そ
の
法
的
統
制
」…
松
山
大
学
論
集
四
号

　
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
年
）

「
海
洋
公
物
管
理
論
」…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
松
山
大
学
論
集
二
巻
二
号

「
行
政
立
法
概
念
の
再
構
成
」

　

…
松
山
大
学
『
現
代
社
会
の
諸
問
題
と
提
言
』
大
学
四
十
周
年
記
念
論
文
集

「
生
存
権
保
障
と
行
政
訴
訟
―
行
政
訴
訟
に
お
け
る
英
米
法
原
理
と
大
陸

法
制
度
の
交
錯
の
中
で
―
」
畑
博
行
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
『
人
権
の
司

法
的
救
済
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
有
信
堂

　
平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）

「
民
活
・
規
制
緩
和
の
法
的
意
義
」「
国
民
の
『
休
養
権
』
と
『
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
リ
ゾ
ー
ト
』」
鈴
木
茂
・
小
淵
港
『
リ
ゾ
ー
ト
の
総
合
的
研
究
』

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
晃
洋
書
房

「
海
洋
構
築
物
の
法
的
性
質
」…
…
…
…
…
…
…
松
山
大
学
論
集
三
巻
五
号

　
平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

「
交
通
権
と
環
境
法
」…
…
…
…
…
…
…
交
通
権
（
交
通
権
学
会
）
一
〇
号

「
公
役
務
の
変
遷
に
よ
る
現
代
公
共
性
の
諸
相
」
前
田
繁
一
先
生
還
暦
記

念
論
文
集
『
現
代
社
会
の
諸
相
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
晃
洋
書
房

「
望
ま
れ
る
情
報
公
開
条
例
の
早
期
制
定
」

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
え
ひ
め
雑
誌
（
愛
媛
新
聞
社
）
五
巻
四
号

　
平
成
五
年
（
一
九
九
三
年
）

「
フ
ラ
ン
ス
行
政
裁
判
制
度
形
成
史
」…
…
…
…
松
山
大
学
論
集
四
巻
六
号

「
海
の
利
用
関
係
」…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
松
山
大
学
論
集
五
巻
三
号

　
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

「
行
政
手
続
法
と
行
政
手
続
条
例
」…

L
O

PA
S

（
地
方
議
員
政
策
研
究
会
）
四
号

「
行
政
手
続
条
例
制
定
直
接
請
求
運
動
の
意
義
」

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
地
方
自
治
ジ
ャ
ー
ナ
ル
一
九
七
号

「
行
政
手
続
条
例
制
定
運
動
が
目
指
し
た
も
の
―
下
水
道
行
政
へ
の
市
民

参
加
―
」 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
水
情
報
一
四
巻
九
号

　
平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）

「
震
災
と
い
わ
ゆ
る
個
人
補
償
」…
…
…
…

TO
M

O
R

R
O

W

一
〇
巻
三
号

「
余
暇
―
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
創
造
―
」
星
島
一
夫
・
永
井
鞆
江
編
『
生

活
文
化
を
拓
く
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
啓
文
社

「
愛
媛
県
の
海
を
管
理
す
る
条
例
」…
…
…
…
…
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
〇
三
号
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平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）

「
社
会
権
の
実
現
と
行
政
法
学
―
憲
法
学
、
社
会
保
障
法
学
、
財
政
法
学

の
狭
間
で
―
」 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
公
法
研
究
五
九
号

　
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）

「
法
の
発
見
／
創
造
と
宣
言
―
裁
判
と
立
法
、
行
政
行
為
と
司
法
―
」

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
松
山
法
学
一
号

「
立
法
と
司
法
、そ
し
て
行
政
法
」
阪
本
昌
成
編
（
畑
博
行
先
生
古
希
記
念
）

『
立
憲
主
義
―
過
去
と
未
来
の
間
―
』…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
有
信
堂

　
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
年
）

「
海
の
管
理
と
利
用
に
関
す
る
法
」…
…
…
…
…
…
…
…
…
松
山
法
学
三
号

　
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
年
）

「
瀬
戸
内
海
の
環
境
保
全
に
関
す
る
法
」…
…
…
…
…
…
…
松
山
法
学
五
号

　
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
年
）

「
環
境
権
概
念
再
構
成
の
た
め
の
試
論
」…
…
…
松
山
大
学
論
集
五
巻
四
号

「
行
政
法
の
法
源
に
関
す
る
考
察
」

　

…
…
…
…
…
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集
（
総
合
政
策
学
科
編
）
一
五
号

　
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）

「
海
・
海
岸
の
管
理
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
行
政
法
の
争
点
』（
第
三
版
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
有
斐
閣

　
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
争
訟
『
裁
判
』
管
轄
権
分
配
の
法
理
」

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
松
山
大
学
論
集
一
七
巻
一
号

「Envirom
ental Law

 and Pollition Law
 in Japan

」（
沈
春
女
と
共
著
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
愛
媛
法
学
会
雑
誌
三
三
巻
一
・
二
号
合
併
号

　
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
年
）

「
カ
ナ
ダ
行
政
法
の
形
成
―
英
米
行
政
法
と
大
陸
行
政
法
の
混
在
―
」

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
愛
媛
法
学
会
雑
誌
三
五
巻
一
〜
四
号
合
併
号

　
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

「
行
政
主
体
の
法
的
規
律
」…
愛
媛
法
学
会
雑
誌
三
六
巻
一
・
二
号
合
併
号

「
統
治
シ
ス
テ
ム
原
論
」…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
広
島
法
学
三
四
巻
一
号

「
道
州
制
の
法
的
限
界
」…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
本
の
科
学
者
四
五
号

　
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）

「
行
政
事
件
の
裁
判
に
お
け
る
『
裁
判
』
と
『
司
法
』
の
分
離
に
関
す
る

小
論
」 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
広
島
法
学
三
四
巻
四
号

「
政
策
決
定
へ
の
住
民
参
加
」…
…
…
…
…
…
…
…
広
島
ジ
ャ
ー
ナ
ル
四
号

　
平
成
二
四
年
（
二
〇
一
二
年
）

「
抗
告
訴
訟
に
お
け
る
原
告
適
格
―
取
消
訴
訟
と
差
止
訴
訟
に
お
け
る「
法

律
上
の
利
益
」
の
意
味
を
中
心
に
―
」 …
…
…
…
広
島
法
学
三
五
巻
四
号

　
平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
年
）

《L'accès au juge dans le contentieux adm
inistratif japonais: A

nalyse 

d'un m
odèle fondé sur le m

onism
e juridictionnel

》Sous la direction 
de V

irgie D
onier et B

éatrice L
apérou-Scheneider,

《L
'accès au 

juge:R
echerche sur l'effectivité d'un droit

》…
…
…B

ruylant, B
elgique

　
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
年
）

「
行
政
裁
判
所
／Tribunal adm

inistratif

と
行
政
委
員
会
／

A
dm

inistrative Tribunal

―
行
政
活
動
の
裁
判
統
制
と
司
法
審
査
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
広
島
法
学
三
八
巻
一
号

「
海
・
海
岸
の
管
理
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
行
政
法
の
争
点
』（
第
四
版
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
有
斐
閣

　
三

　
判
例
研
究

　
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
年
）

弁
護
士
費
用
そ
の
他
の
裁
判
費
用
が
生
活
保
護
の
対
象
と
な
る
か

　

―
第
二
次
藤
木
訴
訟
第
一
審
判
決
―
…
…
…
…
…
広
島
法
学
四
巻
一
号

学
寮
の
管
理
と
安
全
配
慮
義
務
―
東
京
商
船
大
学
学
生
寮
新
入
生
飲
酒
死

亡
事
件
第
一
審
判
決
―
…
…
…
…
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
紀
要
一
三
号

　
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
年
）

入
学
者
選
抜
資
料
と
し
て
の
調
査
書
（
い
わ
ゆ
る
内
申
書
）
に
本
人
の
進

学
に
不
利
な
事
項
を
記
載
す
る
こ
と
は
教
育
評
価
権
の
踰
越
・
濫
用
と
い

え
る
か
―
内
申
書
裁
判
控
訴
審
判
決
―
…
…
…
…
…
広
島
法
学
七
巻
四
号

　
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

今
治
・
織
田
が
浜
埋
立
差
止
請
求
（
住
民
訴
訟
）
に
お
け
る
公
金
支
出
行

為
の
特
定
に
関
す
る
上
告
審
判
決
…
…
…
…
…
松
山
大
学
論
集
五
巻
六
号

　
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）

都
市
計
画
事
業
認
可
と
第
三
者
の
原
告
適
格
（
行
政
法
判
例
百
選
Ⅱ
、
第

五
版
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
有
斐
閣

　
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

景
観
利
益
と
差
止
訴
訟
に
お
け
る
「
法
律
上
の
利
益
」
―
鞆
の
浦
景
観
訴

訟
第
一
審
判
決
（
広
島
地
判
平
成
二
一
年
一
〇
月
一
日
）
―

　

…
松
山
大
学
法
学
部
二
〇
周
年
記
念
論
文
集
『
法
と
政
治
の
現
代
的
諸
相
』

　
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）

検
察
審
査
会
の
法
的
性
格
―
執
行
停
止
申
立
て
却
下
決
定
に
対
す
る
抗
告

棄
却
決
定
に
対
す
る
特
別
抗
告
及
び
許
可
抗
告
事
件
（
最
判
平

二
二
・
一
一
・
二
五
民
集
六
四
巻
八
号
一
九
五
一
頁
、
判
例
時
報
二
一
二
七

号
三
頁
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
判
例
時
報
二
一
四
五
号

都
市
計
画
事
業
認
可
と
第
三
者
の
原
告
適
格
（
行
政
法
判
例
百
選
Ⅱ
、
第

六
版
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
有
斐
閣

　
四

　
教
科
書
・
用
語
解
説
・
辞
典
（
分
担
執
筆
）

　
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
年
）

蓮
井
良
憲
・
畑
博
行
編
著
『
基
本
法
学
入
門
』 …
…
…
…
…
…
…
有
信
堂

　
平
成
三
年
（
一
九
九
一
年
）

石
川
敏
行
編
『
論
文
試
験　

行
政
法
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
学
陽
書
房

　
平
成
四
年
（
一
九
九
二
年
）

村
上
武
則
編
『
基
本
行
政
法
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
有
信
堂

　
平
成
六
年
（
一
九
九
四
年
）

畑
博
行
・
阪
本
昌
成
編
『
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
』 …
…
…
…
…
…
…
有
信
堂

　
平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）

前
田
繁
一
編
『
現
代
と
政
治
学
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
法
律
文
化
社

村
上
武
則
編
『
応
用
行
政
法
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
有
信
堂

　
平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）

平
田
伊
和
男
・
竹
内
正
編
『
学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』 …
…
…
…
有
信
堂
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平
成
九
年
（
一
九
九
七
年
）

中
川
淳
・
大
野
真
義
編
『
法
律
用
語
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』 …
世
界
思
想
社

　
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
年
）

村
上
武
則
編
『
基
本
行
政
法
』（
第
二
版
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
有
信
堂

村
上
武
則
編
『
応
用
行
政
法
』（
第
二
版
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
有
信
堂

　
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）

高
田
敏
・
村
上
武
則
編
『
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
地
方
自
治
法
』 …
法
律
文
化
社

　
平
成
一
八
年
（
二
〇
〇
六
年
）

蓮
井
良
憲
・
畑
博
行
編
著
『
基
本
法
学
入
門
』（
第
八
版
）…
…
…
有
信
堂

村
上
武
則
編
『
基
本
行
政
法
』（
第
三
版
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
有
信
堂

　
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

中
川
淳
・
大
野
真
義
編
『
法
律
用
語
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
第
二
版
）

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
世
界
思
想
社

　
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

西
村
裕
三
『
判
例
で
学
ぶ
日
本
国
憲
法
』 …
…
…
…
…
…
…
…
…
有
信
堂

　
五

　
調
査
報
告
・
意
見
書

　
（
調
査
報
告
）

　
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
年
）

学
生
の
意
識
調
査
…
…
…
…
…
…
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校
紀
要
一
七
号

　
昭
和
六
〇
年
（
一
九
八
五
年
）

油
濁
防
止
対
策
（『「
環
境
科
学
」
研
究
報
告
集B246-R40-2

』
昭
和

五
九
年
度
環
境
の
理
念
と
保
全
手
法
・
第
三
分
冊
の
四

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
文
部
省
「
環
境
科
学
」
瀬
戸
内
海
班
報
告
書

　
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
年
）

海
砂
採
取
法
制
の
検
討  

; 「
行
政
法
学
か
ら
の
検
討
」「
瀬
戸
内
海
の
管
理
・

利
用
と
法
」
研
究
代
表
・
中
山
充
『
瀬
戸
内
海
地
域
の
環
境
保
全
と
海
域

利
用
に
関
す
る
総
合
的
法
研
究
』

 二
〇
〇
〇
年
度
〜
二
〇
〇
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

研
究
成
果
報
告
書

　
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

「
セ
ン
ト
ロ
ー
レ
ン
ス
河
の
環
境
問
題
と
環
境
保
全
政
策
の
概
要
」
研
究

代
表
・
横
山
信
二
『
瀬
戸
内
海
の
環
境
保
全
と
管
理
法
制
に
関
す
る
法
的

研
究
』
…
…
…
二
〇
〇
三
年
度
〜
二
〇
〇
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基

盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書

　
（
意
見
書
）

　
平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）

神
戸
須
磨
浦
船
溜
埋
立
費
公
金
支
出
差
止
訴
訟
（
神
戸
地
方
裁
判
所
）

　
六

　
学
会
報
告

　
昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
年
）

中
四
国
法
政
学
会
公
法
部
会（
六
月
二
六
日
・
広
島
大
学
）に
お
い
て「『
参

加
』
論
の
憲
法
学
的
考
察
」
に
つ
い
て
報
告

　
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
年
）

中
四
国
法
政
学
会
公
法
部
会
（
一
一
月
七
日
・
松
山
商
科
大
学
）
に
お
い

て
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
立
法
と
そ
の
法
的
統
制
」
に
つ
い
て
報
告
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昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
年
）

日
本
土
地
法
学
会
設
立
一
五
周
年
記
念
大
会
（
一
〇
月
二
九
日
・
広
島
市

鯉
城
会
館
）
に
お
い
て
「
海
面
利
用
と
地
方
自
治
」
に
つ
い
て
報
告

　
平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）

自
治
体
学
会
（
八
月
二
五
日
・
上
田
市
市
民
会
館
）
に
お
い
て
「
行
政
手

続
条
例
へ
の
市
民
の
期
待
―
今
治
市
の
住
民
運
動
―
」
に
つ
い
て
報
告

　
平
成
八
年
（
一
九
九
六
年
）

日
本
公
法
学
会
第
六
一
回
総
会
【
第
六
分
科
会
（
社
会
権
）】
部
会
（
一
〇

月
一
三
日
・
東
京
大
学
）
に
お
い
て
「
社
会
権
の
実
現
手
段
と
行
政
法
学
」

に
つ
い
て
報
告

　
平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
年
）

中
四
国
法
政
学
会
総
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
九
月
一
八
日
・
香
川
大
学
）
に

お
い
て
「
瀬
戸
内
法
と
リ
ゾ
ー
ト
法
」
を
基
調
報
告

　
平
成
一
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）

第
二
四
回
瀬
戸
内
シ
ン
ポ
（
九
月
二
日
・
松
山
大
学
）
に
お
い
て
「
公
害

法
と
し
て
の
瀬
戸
内
法
か
ら
環
境
法
と
し
て
の
瀬
戸
内
法
へ
の
提
言
」
を

基
調
報
告

　
平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
年
）

日
本
法
社
会
学
会
（
五
月
一
〇
日
・
早
稲
田
大
学
）
に
お
い
て
「
海
の
管

理
法
制
」
に
つ
い
て
報
告

　
平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）

第
一
五
回
韓
日
土
地
法
学
術
大
会
（
一
一
月
五
日
・
韓
国
慶
州
市
）
に
お

い
て
特
別
講
演
・
招
待
講
演
「
日
本
に
お
け
る
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
設
置
と

行
政
法
上
の
諸
問
題
」
に
つ
い
て
基
調
報
告

　
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
年
）

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
香
川
大
会
）（
九
月
七
日
・
マ

リ
ン
タ
イ
ム
プ
ラ
ザ
高
松
）
に
お
い
て
「
外
国
の
閉
鎖
性
水
域
の
環
境
・

管
理
法
制
」
に
つ
い
て
報
告

中
四
国
法
政
学
会
公
法
部
会
（
一
〇
月
二
七
日
・
愛
媛
大
学
）
に
お
い
て

「
行
政
争
訟
の
法
理
」
に
つ
い
て
報
告

　
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
年
）

第
二
六
回
日
本
環
境
会
議
（
水
島
大
会
）（
九
月
二
一
日
・
水
島
会
館
）

に
お
い
て
「
沿
岸
部
の
環
境
再
生
と
瀬
戸
内
法
」
に
つ
い
て
報
告

　
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
年
）

日
本
科
学
者
会
議
中
国
シ
ン
ポ
（
三
月
六
日
・
島
根
県
民
会
館
）
に
お
い

て
「
道
州
制
の
法
的
限
界
」
に
つ
い
て
報
告

　
平
成
二
六
年
（
二
〇
一
四
年
）

中
四
国
法
政
学
会
（
一
一
月
二
九
日
・
島
根
県
民
会
館
）
に
お
い
て
「
大

震
災
に
お
け
る
公
法
的
対
応
」
に
つ
い
て
基
調
報
告

　
七

　
編
纂

　
平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）

『
松
山
市
史
』
第
四
巻
現
代
編
を
編
纂
し
、
そ
の
「
第
二
章
三
〜
五
」・「
第
三

章
三
〜
五
」・「
第
四
章
三
〜
五
」
を
担
当
執
筆
 
…
松
山
市
史
編
纂
委
員
会


